
■診療科受付時間　（2020年6月現在）
[ 午 前 ／ 8：20～11：00 ]

球磨郡公立 
多良木病院企業団
TEL0966-42-2560

■総合健診センター「コスモ」 
　TEL0966-42-2410

■介護老人保健施設「シルバーエイト」 
　TEL0966-42-5288

■上球磨地域包括支援センター 
　TEL0966-42-6006

■居宅介護支援事業所 
　TEL0966-42-2560(内線810)

■在宅医療センタ ー   
　訪問看護ステーション「たいよう」
　TEL0966-42-3301

■病児・病後児保育施設「ホッと館」 
　TEL0966-42-2828

日本医療機能評価機構
認定病院

日本医療機能評価機構
認定病院

突然ですが、
「人生会議」したことありますか？

■ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）における
　支援品等の提供に対する御礼
■ 病院のお仕事
■ 一生使えるからだづくり
　スキマ時間でセルフメンテ
■ 病院からのお知らせ

在宅医療センター　医長
山岡　章浩
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——TARAGI municipal hospital public relations——

あさぎり町　おかどめ幸福駅

基 本 理 念
地域中核病院として質の高い包 
括的医療を提供することにより、
住民の皆様に信頼される病院
を目指します。

患者さんの権利
・患者さんは皆平等に安全で最善の医
　療を受ける権利があります。
・患者さんは医療機関を自由に選べる
　権利があります。
・患者さんは受ける医療を自ら決定す
　る権利があります。
・患者さんは自らに関する情報を知る
　権利があります。
・患者さんはプライバシーが護られ個
　人の尊厳が保たれる権利があります。

看 護 理 念
私たちは看護師としての責任を自覚し、 
患者さん中心の看護を提供します。
1. 患者さんの安全・安楽に努め、優しさ 
　 と思いやりのある看護を提供します。
2. 患者さんとご家族の権利を尊重した  
　 看護を提供します。
3. 看護の質の向上を目指し、自己研鑽  
　 に努めます。

基 本 方 針
・地域住民の健康増進 
・患者中心の納得診療 
・地域に開かれた病院 
・へき地医療の充実 
・24時間救急体制 
・健全経営

診療科

内科･総合診療科

漢方内科外来
※完全予約制

循環器科

呼吸器科

消化器科

肝臓病外来

外　　科

整形外科

脳神経外科

産婦人科

小児科
0966-42-2596

泌尿器科

眼　　科

皮膚科

歯　　科
0966-42-2323

腎臓内科
※完全予約制
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※消化器科は令和2年度から平日毎日診察します。
＊腎臓内科外来開始しました。受付時間は第２、第４金曜日の13：30～15：00です。（要予約）
＊総合診療科の午後(毎週火曜日)の受付時間は13：30～15：00です。
＊漢方内科外来・腎臓内科は完全予約制です。
   予約については内科外来(内線108)13：30～17：00まで。
＊歯科・小児科は午後も受付けます。
＊急患は上記受付時間外でも受け付けております。
   詳細は、来院前にお問い合わせ下さい。

公立病院前駅
くま川鉄道

至人吉 至湯前・宮崎
至宮崎・鹿児島

至八代

変電所 県道人吉水上線

広域農道（フルーティーロード）

球　磨　川

国道 219号線

●

クラフトパーク石野公園
●

川
辺
川

球磨郡公立
多良木病院

■交通アクセス 車　：人吉インターより22km（約35分）
　　　人吉球磨スマートインターより17km（約26分）
列車：人吉駅よりくま川鉄道を利用（約35分）
　　　公立病院前駅下車（徒歩5分）
バス：九州産交バスを利用〈公立病院前下車〉

人吉駅

人吉IC

人吉球磨
スマート
IC

九
州
自
動
車
道

球磨郡公立多良木病院企業団の診療実績等につきましてはホームページにて公表しております。

編集後記
　今年は、鹿児島県奄美地方が全国で最も早く梅雨入りを発表しました。
以後、人吉・球磨地方でも雨天が多くあります。昨年人吉・球磨地方の入
梅は6月下旬頃だったようです。コロナウイルス感染拡大防止の観点から
すごもり生活が続き、今度は雨天と「気が晴れない」と感じている方もい
らっしゃるのではないでしょうか？
　しかし『ピンチはチャンス！』前向きに考え室内で行える事にtryして
みてはどうでしょう。ちなみに私はイヤイヤ期の息子が唯一素直になる戦
隊もののダンスを一緒に踊りダイエットに励む事にしました。考え方ひと
つで住む世界や見えるものって変わるものですね。皆様もぜひ自分の可能
性を信じ新たな扉を開いてみてください。

球磨郡公立多良木病院企業団 広報誌

2020年6月発行
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　世界中で猛威をふるっている新型コロナウイルス感染症ですが、
日本でも緊急事態宣言が発出され、これまでの私達の生活は一変
しました。熊本県では５月１４日に緊急事態宣言が解除されました
が、引き続き感染対策（3密の回避、マスクの着用、咳エチケットの
励行、石けんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる消毒な
ど）が必要ですし、第２波、第３波に備える必要があります。
　さて、当企業団におきましても、今回のコロナ禍により通常以上
の徹底した感染対策を行っておりますが、他の医療機関と同様に感
染対策上必要なマスクや手指消毒用アルコールなどの衛生材料品
の確保が困難な状況となりました。
　そのようななか４月に入り、合資会社高田酒造場第12代又助代
表社員　高田啓世様より消毒用高濃度アルコール（500ml×33
本）の寄贈をいただきました。また、同品をあさぎり銘酒会の奥添
酒店様（当企業団売店経営）からも3本寄贈いただいております。
　次いで、株式会社堤酒造（堤和弘社長）の代表取締役副社長　堤
有史様より消毒用高濃度アルコール（500ml×30本）を寄贈いただ
きました。
　両社様とも、「地域（医療）に何か貢献できないかと考えていた」、
「お互いに助けあいましょう」、「酒造メーカーは大人向け商品の会
社だがようやく地域の子供達に貢献できた」などのお言葉をいただ
きました。
　更に、あさぎり町在住の専門学校の学生様からは、手作りのマス
ク40枚の提供を受けました。学校が休校となり、その間で「自身に
出来ること」を考えられ、なかなか手に入らないマスク用材料の購
入にも奮闘いただいたそうです。
　南稜高校普通科福祉コースの生徒様からも応援作品（生花）をい
ただいております。写真中のアマビエは熊本県に出現したと言われ
る妖怪で、その姿を描いて見せることで病気の沈静化に効果がある
との言い伝えから、新型コロナウイルスの沈静化を祈ってイラストを
描いていただきました。
　その後も医療機関応援プロジェクト等の取組みとして、ＪＡ中央
会･果実連（熊本県農業協同組合連合会）様やらくのうマザース（熊
本県酪農業協同組合連合会）様からも多数の支援品をいただいて
おります。
　医療崩壊が叫ばれるなか、緊張状態のなかで保健･医療･福祉の確保に努めておりますが、この度の多数のご支援に
大変勇気づけられるとともに心から感謝を申し上げます。

高田酒造場様より消毒用高濃度アルコール寄贈

堤酒造様より消毒用高濃度アルコール寄贈

手作りマスク40 枚の提供

南稜高校普通科福祉コースの生徒様からの応援作品
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健診センターコスモの近況を
お知らせします。
〇施設外の市町村集団健診…各自治体の判断に基づいて実施します。
〇施設内健診…コロナウイルス感染症対策をしながら通常通り行っています。

《感染対策》
　・健診前の屋外でのコロナウイルスに関連する渡航歴や症状などの問診
　・受診者の密度が上がらないように受診人数の調整、待合室の椅子は間隔をあける
　・定期的な換気
　・受診者やスタッフが触れる場所の消毒
　・スタッフは毎朝検温と体調確認、マスクを着用

受診される時は朝から検温をしていただくようお願いします。
発熱がある方、体調が万全でない方は受診を遠慮していただいています。
皆様が安心して安全に健診を受けられるよう、皆様のご協力をよろしくお願い致します。

 ６時  起床（洗面を済ませてラジオ体操）
 ７時半～ 朝食（歯磨き、トイレなど自由な時間を
  　　　過ごしていただきます）
 ９時～ お茶の時間
10時～ みんなでレクリエーション
12時～ 昼食（トイレや休憩時間）
13時半～ お茶の時間
14時～ みんなでレクリエーション
  （個別で作業をされる方もいらっしゃいます）
15時  お茶とおやつの時間
16時～ 個別でレクリエーション
  　　（数名のグループごとに行います）
18時～ 夕食（歯磨き後、テレビ鑑賞など自由に
　　　　　　　　　過ごされ就寝されます）

一日を通じ必要な排泄介助身の回りの介護を行います。
また、計画に定められたリハビリも行っています。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）における支援品等の提供に対する御礼
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）における支援品等の提供に対する御礼
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12：00

8：30

病院のお仕事

業務開始

午後の業務開始

一日の流れ

業務終了

休憩  12：00～ 13：00

・退院当日の患者さまの病名を確認します。
　（コーディング）
・記載や書類の不備がないかをチェックし、
　担当者へ連絡します。
・病歴としてデータを入力します。

・前日までに退院された方のカルテを
　病棟より回収し、書類の不備などが
　ないかチェックします。
・退院予定の患者さまの病名を確認し
　ます。
・処理が済んだカルテを整理します。

その他に・・・
・がん登録
　ニュース等で全国のがん患者
　などの推移を目にされたこと
　はありませんか？
　その情報の基になります。

・統計業務
　病院誌（いちふさ）のデータ
　や医師・スタッフからの研究
　用データ抽出および作成を
　担っています。

・カルテの開示
　肝炎訴訟などさまざまな開示
　請求に対応させていただいて
　います。

突然ですが、「人生会議」
したことありますか？
在宅医療センター　医長

山岡　章浩 Yamaoka Akihiro

Profile
【所属学会】
日本在宅医療連合学会,
日本外科学会
日本医学教育学会
日本精神神経学会  他

【認定医・専門医・資格】
在宅医療認定医（日本慢性期医療協会）
日本医師会認定産業医

医事課診療情報管理室 
診療情報管理士

診療情報管理士とは       
患者様の診断情報や健康に関する情報について収集・分析を
行う部署です。ほかに、カルテを点検して記載もれがないか
チェックし整理もしています。
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さ
て
、
突
然
で
す
が
、
「
人
生
会
議
」

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　「
人
生
会
議
」
と
は
、
厚
生
労
働
省
が
決

め
た
愛
称
で
、
人
生
の
最
終
段
階
に
ど
の

よ
う
な
医
療
や
ケ
ア
を
受
け
た
い
か
、
事

前
に
ご
家
族
や
医
療
者
ら
と
話
し
合
い
を

重
ね
る
過
程
を
い
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

女
性
が
87
・
32
歳
、
男
性
が
81
・
25
歳
、

と
も
に
過
去
最
高
を
更
新
。
2
0
1
8
年

生
ま
れ
の
人
が
75
歳
ま
で
生
き
る
割
合
は

女
性
が
88
．
1
%
、
男
性
が
75
．
6
%
。

90
歳
ま
で
生
き
る
割
合
は
女
性
が
50
．

5
%
、
男
性
が
26
．
5
%
。
人
生
1
0
0

年
時
代
。
し
か
し
、
自
立
し
て
生
活
で
き

る
「
健
康
寿
命
」
は
2
0
1
6
年
時
点
で

女
性
は
74
・
79
歳
、
男
性
は
72
・
14
歳
。

残
念
な
が
ら
平
均
寿
命
と
は
大
き
く
開

き
、
長
寿
社
会
で
の
課
題
は
多
い
で
す
。

医
療
面
で
は
対
応
の
一
つ
と
し
て
、
地
域

の
中
で
在
宅
医
療
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
病
気
の
方
が
、
病
状
が
進
ん
で
も

「
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
」
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
い
つ
か
人
は
亡
く
な
る
。
す
べ
て
の
人

が
必
ず
「
人
生
の
最
終
段
階
」
を
迎
え
ま

す
。
「
人
生
の
最
期
に
ど
の
よ
う
に
あ
り

た
い
か
」
、
誰
も
が
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
「
死

ん
じ
ゃ
う
時
の
話
な
ん
て
縁
起
で
も
な
い

か
ら
」
と
こ
の
話
題
を
避
け
て
い
ま
せ
ん

か
？
「
家
族
と
話
し
た
い
け
ど
、
き
っ
か

け
も
な
い
し
、
近
く
に
い
な
い
し
」
と
い

う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
考
え
て
も
み
れ
ば
、
年
齢
は
関
係
な

く
、
皆
い
つ
で
も
、
命
に
関
わ
る
大
き
な

病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
。
そ
の
命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
の

時
、
七
割
の
方
が
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て

自
分
で
決
め
た
り
、
希
望
を
伝
え
た
り
で

き
な
い
そ
う
で
す
。
昏
睡
状
態
だ
っ
た

り
、
脳
卒
中
で
失
語
症
に
な
っ
た
り
、
認

知
症
が
か
な
り
進
行
し
た
り
・
・
・
・
。

そ
の
時
は
ご
家
族
や
あ
な
た
の
信
頼
す
る

人
が
、
「
あ
な
た
な
ら
、
た
ぶ
ん
、
こ
う

考
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
想
像
し
な
が

ら
、
ど
う
す
る
か
を
医
療
者
と
話
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
国
の
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

療
に
関
す
る
意
識
調
査
（
平
成
二
九

度
）
」
で
は
、
国
民
の
55
%
は
、
自
分
の

死
が
近
づ
い
た
場
合
の
医
療
に
つ
い
て
家

族
等
と
ま
っ
た
く
話
を
し
て
い
な
い
そ
う

で
す
。
ま
た
、
最
期
を
迎
え
た
い
場
所

は
、
約
七
割
の
方
が
自
宅
な
の
だ
そ
う
で

す
。
「
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
を
迎
え

た
い
」
。
思
い
描
い
た
理
想
の
最
期
を
迎

え
て
こ
そ
満
さ
れ
た
人
生
。
で
も
、
そ
の

「
理
想
の
最
期
」
を
誰
と
も
相
談
し
て
い

な
い
方
が
意
外
と
多
い
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
最
期
の
こ
と
な
ん
て
考
え

た
く
な
い
、
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
う
。
個
人
の
価
値
観
は
多
様
で
良

い
の
で
す
。
一
方
で
、
「
も
し
も
の
時
は

こ
う
し
た
い
」
と
ご
自
身
の
気
持
ち
を
伝

え
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
と
て
も
か
け
が

え
の
な
い
こ
と
で
す
。
代
理
と
な
る
「
あ

な
た
の
大
切
な
人
」
が
知
っ
て
い
れ
ば
、

自
信
を
持
っ
て
伝
え
ら
れ
る
の
で
〈
心
の

負
担
〉
が
と
て
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　
「
も
し
も
の
時
の
こ
と
」
を
心
の
余
裕
の

あ
る
時
に
、
じ
っ
く
り
と
考
え
る
時
間
を
持

ち
ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
、
あ
な
た
の
考
え
を

大
切
な
人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
そ
れ
で
は
、
人
生
会
議
と
や
ら
を

や
っ
て
み
よ
う
」
と
考
え
た
時
、
何
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
か
。

　「
人
生
会
議
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
と
い

う
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
（https://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/st-

f/new
page_02783.htm

l

）
。
そ
の
中

に
【
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
人
生
会
議
「
も

し
も
の
と
き
」
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
】

と
い
う
ペ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ペ
ー
ジ
の
右
上
に
「
実
際
に
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
」
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
順
に
入
力
す
る
と
、
最
後

に
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
印
刷
で
き
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
そ

の
サ
イ
ト
を
読
み
な
が
ら
進
め
て
み
る
の

も
１
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い

は
、
身
近
な
医
療
者
に
ご
相
談
い
た
だ
く

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　「
人
生
会
議
」
で
重
要
な
点
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
集
会
形
式
で
な
く
、

日
常
で
の
お
話
か
ら
少
し
ず
つ
で
良
い
の
で

す
。
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
つ
は
、
決
め
た
こ
と
は
い
つ
で
も
変

え
て
良
い
、
内
容
を
訂
正
し
て
よ
い
の
で

す
。
気
持
ち
が
変
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ

と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
が
後
か
ら
変

え
た
こ
と
・
決
め
た
こ
と
を
周
り
の
方
と
共

有
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
。

　
現
在
、
年
間
1
3
0
万
人
が
亡
く
な
る

「
多
死
時
代
」
。
2
0
4
0
年
に
は
そ
の

数
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
1
6
8
万
人
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
終
活
」
と
い
う
言

葉
が
広
ま
り
、
は
や
十
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
「
終
活
」
に
は
葬
儀
等
の
事
前
準
備

や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
等
が
あ

り
ま
す
が
、
人
生
の
締
め
く
く
り
を
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
を
大
切
な

人
と
共
有
す
る
「
人
生
会
議
」
も
そ
の
一

つ
。
こ
れ
を
機
会
に
始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　「
人
生
会
議
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
・

介
護
関
係
の
方
に
は
、
前
述
の
厚
労
省
の

ペ
ー
ジ
に
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

意
思
決
定
支
援
事
例
集
」
が
公
開
さ
れ
て

お
り
、
現
場
で
の
経
験
豊
富
な
方
々
の
話

等
が
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
80
歳
を
過
ぎ
た
母
と
人
生
会

議
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
し
、
死
を
語
る

に
も
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足
り
な
い
若
造
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
先
生
方
や
他

職
種
の
方
々
と
の
協
働
・
連
携
を
大
切
に

し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
地
域
医
療

の
充
実
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

13：00

17：15
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さ
れ
た
人
生
。
で
も
、
そ
の

「
理
想
の
最
期
」
を
誰
と
も
相
談
し
て
い

な
い
方
が
意
外
と
多
い
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
最
期
の
こ
と
な
ん
て
考
え

た
く
な
い
、
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

で
し
ょ
う
。
個
人
の
価
値
観
は
多
様
で
良

い
の
で
す
。
一
方
で
、
「
も
し
も
の
時
は

こ
う
し
た
い
」
と
ご
自
身
の
気
持
ち
を
伝

え
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
と
て
も
か
け
が

え
の
な
い
こ
と
で
す
。
代
理
と
な
る
「
あ

な
た
の
大
切
な
人
」
が
知
っ
て
い
れ
ば
、

自
信
を
持
っ
て
伝
え
ら
れ
る
の
で
〈
心
の

負
担
〉
が
と
て
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　
「
も
し
も
の
時
の
こ
と
」
を
心
の
余
裕
の

あ
る
時
に
、
じ
っ
く
り
と
考
え
る
時
間
を
持

ち
ま
せ
ん
か
？
そ
し
て
、
あ
な
た
の
考
え
を

大
切
な
人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
そ
れ
で
は
、
人
生
会
議
と
や
ら
を

や
っ
て
み
よ
う
」
と
考
え
た
時
、
何
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
か
。

　「
人
生
会
議
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
と
い

う
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
（https://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/st-

f/new
page_02783.htm

l

）
。
そ
の
中

に
【
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
人
生
会
議
「
も

し
も
の
と
き
」
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
】

と
い
う
ペ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ペ
ー
ジ
の
右
上
に
「
実
際
に
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
」
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
そ
れ
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
順
に
入
力
す
る
と
、
最
後

に
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
印
刷
で
き
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
そ

の
サ
イ
ト
を
読
み
な
が
ら
進
め
て
み
る
の

も
１
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い

は
、
身
近
な
医
療
者
に
ご
相
談
い
た
だ
く

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　「
人
生
会
議
」
で
重
要
な
点
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
集
会
形
式
で
な
く
、

日
常
で
の
お
話
か
ら
少
し
ず
つ
で
良
い
の
で

す
。
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
つ
は
、
決
め
た
こ
と
は
い
つ
で
も
変

え
て
良
い
、
内
容
を
訂
正
し
て
よ
い
の
で

す
。
気
持
ち
が
変
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ

と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
が
後
か
ら
変

え
た
こ
と
・
決
め
た
こ
と
を
周
り
の
方
と
共

有
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
。

　
現
在
、
年
間
1
3
0
万
人
が
亡
く
な
る

「
多
死
時
代
」
。
2
0
4
0
年
に
は
そ
の

数
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
1
6
8
万
人
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
終
活
」
と
い
う
言

葉
が
広
ま
り
、
は
や
十
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
「
終
活
」
に
は
葬
儀
等
の
事
前
準
備

や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
等
が
あ

り
ま
す
が
、
人
生
の
締
め
く
く
り
を
ど
こ

で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
を
大
切
な

人
と
共
有
す
る
「
人
生
会
議
」
も
そ
の
一

つ
。
こ
れ
を
機
会
に
始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　「
人
生
会
議
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
・

介
護
関
係
の
方
に
は
、
前
述
の
厚
労
省
の

ペ
ー
ジ
に
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

意
思
決
定
支
援
事
例
集
」
が
公
開
さ
れ
て

お
り
、
現
場
で
の
経
験
豊
富
な
方
々
の
話

等
が
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
80
歳
を
過
ぎ
た
母
と
人
生
会

議
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
し
、
死
を
語
る

に
も
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足
り
な
い
若
造
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
先
生
方
や
他

職
種
の
方
々
と
の
協
働
・
連
携
を
大
切
に

し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
地
域
医
療

の
充
実
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

13：00

17：15







■診療科受付時間　（2020年6月現在）
[ 午 前 ／ 8：20～11：00 ]

球磨郡公立 
多良木病院企業団
TEL0966-42-2560

■総合健診センター「コスモ」 
　TEL0966-42-2410

■介護老人保健施設「シルバーエイト」 
　TEL0966-42-5288

■上球磨地域包括支援センター 
　TEL0966-42-6006

■居宅介護支援事業所 
　TEL0966-42-2560(内線810)

■在宅医療センタ ー   
　訪問看護ステーション「たいよう」
　TEL0966-42-3301

■病児・病後児保育施設「ホッと館」 
　TEL0966-42-2828

日本医療機能評価機構
認定病院

日本医療機能評価機構
認定病院

突然ですが、
「人生会議」したことありますか？

■ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）における
　支援品等の提供に対する御礼
■ 病院のお仕事
■ 一生使えるからだづくり
　スキマ時間でセルフメンテ
■ 病院からのお知らせ

在宅医療センター　医長
山岡　章浩
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——TARAGI municipal hospital public relations——

あさぎり町　おかどめ幸福駅

基 本 理 念
地域中核病院として質の高い包 
括的医療を提供することにより、
住民の皆様に信頼される病院
を目指します。

患者さんの権利
・患者さんは皆平等に安全で最善の医
　療を受ける権利があります。
・患者さんは医療機関を自由に選べる
　権利があります。
・患者さんは受ける医療を自ら決定す
　る権利があります。
・患者さんは自らに関する情報を知る
　権利があります。
・患者さんはプライバシーが護られ個
　人の尊厳が保たれる権利があります。

看 護 理 念
私たちは看護師としての責任を自覚し、 
患者さん中心の看護を提供します。
1. 患者さんの安全・安楽に努め、優しさ 
　 と思いやりのある看護を提供します。
2. 患者さんとご家族の権利を尊重した  
　 看護を提供します。
3. 看護の質の向上を目指し、自己研鑽  
　 に努めます。

基 本 方 針
・地域住民の健康増進 
・患者中心の納得診療 
・地域に開かれた病院 
・へき地医療の充実 
・24時間救急体制 
・健全経営

診療科

内科･総合診療科

漢方内科外来
※完全予約制

循環器科

呼吸器科

消化器科

肝臓病外来

外　　科

整形外科

脳神経外科

産婦人科

小児科
0966-42-2596

泌尿器科

眼　　科

皮膚科

歯　　科
0966-42-2323

腎臓内科
※完全予約制

訪問診療

医師

常　勤

常　勤

非常勤

非常勤

常　勤

非常勤

常　勤

常　勤

非常勤

常　勤

常　勤

常　勤

常　勤

非常勤

常　勤

非常勤

常　勤
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○
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第２・第４

○

土

ー

ー
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ー

ー

第3

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

（非常勤）

（非常勤）

（午後）

※消化器科は令和2年度から平日毎日診察します。
＊腎臓内科外来開始しました。受付時間は第２、第４金曜日の13：30～15：00です。（要予約）
＊総合診療科の午後(毎週火曜日)の受付時間は13：30～15：00です。
＊漢方内科外来・腎臓内科は完全予約制です。
   予約については内科外来(内線108)13：30～17：00まで。
＊歯科・小児科は午後も受付けます。
＊急患は上記受付時間外でも受け付けております。
   詳細は、来院前にお問い合わせ下さい。

公立病院前駅
くま川鉄道

至人吉 至湯前・宮崎
至宮崎・鹿児島

至八代

変電所 県道人吉水上線

広域農道（フルーティーロード）

球　磨　川

国道 219号線

●

クラフトパーク石野公園
●

川
辺
川

球磨郡公立
多良木病院

■交通アクセス 車　：人吉インターより22km（約35分）
　　　人吉球磨スマートインターより17km（約26分）
列車：人吉駅よりくま川鉄道を利用（約35分）
　　　公立病院前駅下車（徒歩5分）
バス：九州産交バスを利用〈公立病院前下車〉

人吉駅

人吉IC

人吉球磨
スマート
IC

九
州
自
動
車
道

球磨郡公立多良木病院企業団の診療実績等につきましてはホームページにて公表しております。

編集後記
　今年は、鹿児島県奄美地方が全国で最も早く梅雨入りを発表しました。
以後、人吉・球磨地方でも雨天が多くあります。昨年人吉・球磨地方の入
梅は6月下旬頃だったようです。コロナウイルス感染拡大防止の観点から
すごもり生活が続き、今度は雨天と「気が晴れない」と感じている方もい
らっしゃるのではないでしょうか？
　しかし『ピンチはチャンス！』前向きに考え室内で行える事にtryして
みてはどうでしょう。ちなみに私はイヤイヤ期の息子が唯一素直になる戦
隊もののダンスを一緒に踊りダイエットに励む事にしました。考え方ひと
つで住む世界や見えるものって変わるものですね。皆様もぜひ自分の可能
性を信じ新たな扉を開いてみてください。

球磨郡公立多良木病院企業団 広報誌
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